
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共
産
党
・根
本
み
は
る
市
議 

 

自
民
ク
ラ
ブ
（２
８
人
） 

 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（９
人
） 

 

公
明
党
市
議
団
（４
人
） 

 

新
し
い
風
と
よ
た
（３
人
） 

豊田市成長投資促進条例‥補助対象事業所の投資規模の大きい大企業ほど、県と 2重 

に支援するもの。大企業の景況は 2期ぶりに改善する状況をみせる中、大企業に偏っ 

た優遇策である一方、設備投資を検討している小規模事業者への補助は全体の一部に 

留まり、多くの小規模事業者の事業継続への支援を強化すべきであり、反対。 

× 〇 〇 〇 〇 

議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正 特別職職員の給与

を定める条例の一部改正・・・一昨年の期末手当の増額と、3 月議会での議員報酬の

増額に続くものであり、市民の理解は得られない。 

× 〇 〇 〇 × 

中央図書館の指定管理・・・図書館司書の実績を有する専門的人材の確保が継続的に

行われたかの評価の認識は不十分であり、また、市民へ積極的にアプローチのできる

専門性の発揮の評価は確認できなかった。 

評価のための図書の貸出数やリファレンス件数などの目標を示し、図書館の運営につ

いては、「図書館の設置及び運営の望ましい基準」に基づく、基本的運営方針を策定

し、図書館サービスとその他に運営に関する適切な指標と目標を設定するとともに、

事業年度ごとの事業計画とその公表を位置付けた運営が求められる。 

× 〇 〇 〇 〇 

中央公園スポーツパークの指定管理・・・民間事業者の意向で指定期間を 20年とし、

市の主体性は反映されず、事業者の事業収益の回収のために、公園という市民の財産

を 20年間に渡り、指定管理で任せるものである。 

× ○ ○ ○ ○ 

基本構想の策定について・・・拠点連携都市の実現では、都市部において、国の主導

による立地適正化計画にもとづく誘導・集約化が進められるが、集積された拠点と拠

点から離れた点在する地域とでは暮らし機能の格差が拡大され、市全体のまちづくり

への住民との協同・意見の反映が十分なされるのかが懸念される。 

また、山村部における拠点区域外集落への取組では、小規模集落からの住み替えによ

る集約化で人口減と高齢化がより進められ、担い手の継承、集落の維持が困難になる

危険性を指摘し、反対。 

× ○ ○ ○ ○ 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

１
２
月
議
会
で
、
根
本
み
は
る
市

議
が
行
っ
た
討
論
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

★
公
共
下
水
道
料
金
を
値
上
げ

す
る
条
例
改
定
に
反
対
。 

 
 
 
 
 
 

使
用
料
の
値
上
げ
に
よ
り
、
料

金
算
定
期
間
で
あ
る
令
和
７
年
度

か
ら
令
和
１
０
年
度
ま
で
の
４
年

間
に
渡
り
、
年
間
約
２
．
３
億
円

も
の
市
民
へ
の
負
担
増
で
す
。
水

道
料
金
の
値
上
げ
に
引
き
続
き
、

全
て
の
利
用
者
へ
の
負
担
増
に
加

え
、
国
の
主
導
に
よ
る
上
下
水
道

一
体
の
効
率
化
優
先
の
方
針
で
進

め
ら
れ
、
減
免
も
な
く
、
市
民
の

暮
ら
し
の
実
態
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。 

★
子
ど
も
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
賛
成
。 

子
ど
も
の
居
場
所
の
創
出
に

お
い
て
、
子
ど
も
の
意
見
の
尊
重

と
反
映
に
は
、
専
門
性
の
あ
る
人

の
配
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
１
人
１
人
の
声
が
届
き
、
子

 １２月定例市議会では、市長からの５１件の議案に対し、根本みはる市

議は、このうち１８議案に反対、他の３３議案と、請願、同意案件に賛成

しました。議員提出決議については、賛成しました。主な議案についての

各会派・議員の賛否（〇×）は表のとおりです。 

ど
も
の
権
利
保
障
の
た
め
の
体

制
整
備
が
必
要
。 

★
令
和
６
年
度
豊
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
反
対
。 

補
正
予
算
の
う
ち
、
こ
ど
も
園
・

学
校
の
給
食
材
料
費
の
物
価
高

騰
に
伴
う
増
額
補
正
な
ど
、
必
要

な
補
正
内
容
が
あ
る
も
の
の
、
議

員
の
期
末
手
当
、
お
よ
び
特
別
職

の
期
末
手
当
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い

と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
８
０
億
円

の
積
立
て
は
、
備
え
の
た
め
と
の

こ
と
で
す
が
、
法
人
市
民
税
の
税

収
増
に
よ
る
影
響
で
、
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
る
の
は
令
和
８

年
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
財
政
調

整
基
金
は
取
り
崩
し
を
行
っ
て

も
な
お
逼
迫
す
る
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
物
価
高
騰
で
市
民
が

暮
ら
し
に
窮
す
る
今
こ
そ
、
早
急

な
対
応
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。 

 

子
ど
も
の
居
場
所
の
創
出
を
位
置
づ
け

た
子
ど
も
総
合
計
画
に
賛
成

https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R060322A/17383/10/1//2/%90%85%93%B9/%8D%91%93%79%8C%F0%92%CA%8F%C8/0#hit5
https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R060322A/17383/10/1//2/%90%85%93%B9/%8D%91%93%79%8C%F0%92%CA%8F%C8/0#hit5


 

 

  

 

な
ら
な
い
と
い
う
規
範
「
核
の
タ

ブ
ー
」
が
危
機
に
瀕
し
始
め
た
こ

と
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
べ
く
、

「
日
本
被
団
協
」
に
授
与
し
た
こ

と
の
意
義
を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

併
せ
て
高
齢
化
し
た
被
爆
者
が
い

な
く
な
る
と
き
が
来
る
こ
と
か

ら
、
近
年
、
若
者
の
中
に
被
爆
者

の
経
験
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
き
継

ぐ
運
動
が
芽
生
え
始
め
て
い
る
こ

と
に
も
注
目
し
、
日
本
被
団
協
の

存
在
意
義
を
、
世
界
の
も
の
に
す

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
２
０
２
４
年
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
受
賞
者
に
選
ば
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
、
受
賞
を
重
く
受

け
止
め
て
、
若
い
世
代
へ
の
継
承

を
願
い
つ
つ
、
一
層
頑
張
る
こ
と

を
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。」 

こ
の
よ
う
に
、
受
賞
の
深
い
意

味
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
被

団
協
の
強
い
決
意
を
表
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
現
在
、

署
名
国
が
９
４
か
国
、
批
准
が
７

３
か
国
に
広
が
り
、
日
本
国
内
で

の
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
・

調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
決

議
は
、
こ
の
１
２
月
に
も
さ
ら
に

広
が
り
、
趣
旨
採
択
を
含
む
６
９

３
自
治
体
議
会
で
採
択
さ
れ
、
核

兵
器
廃
絶
へ
の
努
力
を
求
め
て
い

る
自
治
体
議
会
も
３
８
に
達
し
て

２
０
２
４
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
授
賞
式
が
日
本
時
間
の
１
２
月

１
０
日
夜
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都

オ
ス
ロ
で
行
わ
れ
、
日
本
の
被
爆

者
団
体
で
あ
る
「
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団

協
）」
の
田
中
て
る
み
代
表
委
員
が

演
説
を
行
い
、
核
兵
器
も
戦
争
も

な
い
世
界
の
実
現
を
訴
え
ま
し

た
。 そ

の
中
で
、
日
本
被
団
協
は
１

９
５
８
年
の
結
成
以
来
、
原
爆
被

害
に
対
し
戦
争
を
開
始
し
遂
行
し

た
国
に
よ
る
国
家
補
償
と
非
人
道

的
な
殺
り
く
兵
器
で
あ
る
核
兵
器

の
速
や
か
な
廃
絶
と
い
う
基
本
目

標
を
掲
げ
て
運
動
を
展
開
し
て
き

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

すやま初美 
参院選愛知予定候
補 

◆法律相談は弁護士が第２土曜日（２月） 

       午前 10時～12時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

      ☎ 0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

      ☎ 0565-34-4772 

 

た
歴
史
を
伝
え
、
そ
の
運
動
が
核

兵
器
禁
止
条
約
に
実
っ
た
こ
と
へ

の
大
き
な
喜
び
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

ま
た
、
日
本
被
団
協
は
、
１
０

月
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
に

あ
た
っ
て
の
声
明
を
発
表
し
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
普
遍
化

に
努
め
、
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い

世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
運
動
を

進
め
て
き
た
日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に
選
ば
れ
た
の

は
、
８
０
年
前
に
原
子
爆
弾
の
非

人
道
的
な
被
害
を
受
け
、
自
分
た

ち
と
同
じ
苦
し
み
を
地
球
上
の
だ

れ
に
も
味
わ
わ
せ
て
は
な
ら
な
い

と
、
今
日
ま
で
一
貫
し
て
核
兵
器

の
使
用
禁
止
、
廃
絶
を
求
め
て
、

自
ら
の
苦
し
い
体
験
の
証
言
を
通

し
て
訴
え
続
け
て
き
た
活
動
と
、

被
爆
者
一
人
ひ
と
り
の
働
き
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ノ
ー

ベ
ル
委
員
会
は
、
今
日
の
核
兵
器

が
使
用
さ
れ
か
ね
な
い
国
際
情
勢

の
も
と
、
核
兵
器
は
使
わ
れ
て
は

い
ま
す
。
被
爆
８
０
年
を
目
前

に
、
日
本
政
府
が
一
刻
も
早
く

核
兵
器
禁
止
条
約
に
調
印
・
批

准
す
る
こ
と
は
、
核
兵
器
も
戦

争
も
な
い
世
界
の
実
現
を
願
う

被
爆
者
と
国
民
の
声
と
捉
え
、

請
願
者
は
意
見
書
提
出
を
求
め

て
い
ま
す
。 

１
２
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
に
根
本
み
は
る
市
議
は
紹
介
議
員

と
し
て
賛
成
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
紹
介
し
ま
す
。 

 

請
願
書
に
は
、
根
本
市
議
と

新
し
い
風
と
よ
た
の
会
派

は
賛
成
。
反
対
多
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。 

 
         軍事費よりも 
         能登の復興予算の増額を 

 

 

 

場所：豊田市駅東口デッキ 

主催：9条改憲NO！豊田市民アクション 


